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第21期 自治′策詳巫への参1,1

場所 :横浜市 万国補会議センター

内容 :能 も置き去 りにしない自治を目指す

8月 7日

～ 8日

地方か ら考 える社会保障フォーラム^の参加

場所 :東京都中央区  ビジョンセンター東京有楽町

内容 ,社 会保障フォー ラムセ ミナー

ll月 6日

～ 7日

先進地視篠

0神 奈川県大和市

『ご遺族支援 コーナー ●・ご道族女景 コンシェルジュなどの取

組について ,

② 東京都国分■市

『防災まちづくりの取組について」

×小原享子議員.他市議会議員 4名 と同行

一
　

一

内 容

5月 21日

～ 22日
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北上市議会議長 様

北上市議会 (無会派)熊谷浩紀

私が参

',]し

た次の研修について結果を報告します.

Ht
場所

主催

研修事項

【内容及び所感】
第一講義  「どこでも起こる上砂災害に備ぇる一地嘘 自治体の取り組み」

一般財団法人砂防・地すべり技術センター研究顧,・, 池谷 浩

昨年の西日本豪雨災害では.24～ 72時間雨量が多くの観測点で過去最大で、

水の量が過去最大.これまで上砂災害のなかつたところで災富が発生した.河 ,||

流域の上流で発生した土砂や流木が本により下流域に流れ堆積・氾置して被告

をもたらした.′ ザヽー ドマッフは作られていたにもかかわらす.予想をはるかに

超ぇた豪雨に対して高齢者が逃げ遅れ多女の死者が出た。平成 29年九,I此部豪

雨では.短時間の豪雨により上砂・流木災害になり中山1削地域の災富になった.

そして死者の 12%が高齢者である。中山問地域の孤立化として問題になるのは.

傾斜のある道路は豪雨により川状態になり遊難ができないことが分かった。 (そ

のことにより甍牲者が生まれた.)それは平成 28年の台風 10号によつて.老人

ホームが川の氾澄で犠牲者を出した.岩手県岩泉町の例にも当てはまる.瞬問雨

量が尋常でことが山間の道や川を一つにしてしまい.流木によって堰き止めら

れてそこからまた氾濫をする.土砂災害対策に′ヽ― ド対策として.人命だけでは

なく財産も災害から守ることできる.ゆ防法」.「地すべり防止法」.唸傾斜地

法」がありそれには時間と費用がかかることが挙げ :ヽれる.ン フ ト対策として.

優先項目に人命をすること.住民が安全な場所に遊難 しないと安全が担保され

令和元年5月 21口 (火)～ 22日 (水 )

神奈川県横浜市中区海岸通 4-23
万日橋会議センター は 浜,

自治体議会政策学会

第 21期 白治政策講,坐 in横浜
「誰も置きまりにしない自治を目指すj



ない事がある。 (1+律では.「上砂災害防止法」がある。)ま とめとして.

1 白治体は平時から住民に情報を伝える努力をし.住民もまた情報を知る

努力をなってはいけない。(ど こが危険か'いつ危険か'ど うすれば良い。
)

2 防災情報については、確実に情報が伝わること.受けた住民が行動をとるこ

とができることが大切.近所の住民同」1の声かけも有効となる_

3 まちづくり.地域づくりには災言リスクを考慮して.′ ―ヽ ド対策を計画的に

実施することが基本.特に.避難の難 しい降市や災吉弱者に対してはンヽ― ド

対策による対応が必要と考える.

*防災は護かがやるものではない。自治体と地域住民が皆でやることが大切.

災書に強い安全な□土を構築するには.ひ とリー人が常に災害に対して常在

戦場の心構えが必要と思います。以上

第二譜義  「AIの利活用 と自治体―導入のポイン トと課題」

東海大学政治経済学部政治学科教授 小林 隆

Alの導入は全ての自治体にとって不可進である.ク リエイティブな取員を11

っていくことにンフ トを変える.頭を切り替ぇなければならない。AIは .行
政のためのツールとして利用するための体制や制度を整ぇて.個人情報の取

り扱い方法をため.その安全性確保に万全を期して.利活用に取り組●といっ

た時代はもう終わり.その先に進んでいる事を理解しなければならない。しか

し.■実はビッ′データと連携できていないのが自治体のAl'情である。今

後 .人 F.1が 行 う PC r業 を .ロ ボ ッ |・ を使 って 自動 化 す る技 術

(RoboticPr∝osAutoma●on,RPAがサービスや人間の柿完として業務を遂

●することから重要になる.人 口減少が進む日本にとぅて RPAは人に変わつ

て仕事をこなしていく最重要ツールである。予算が高額にかかるので税

“

1,
模の大きな白治体は良いが.予算規模の乏しい地方の自治体は頭を悩ませる

ことになる.中 国はすでに国の政策にAIを導入し.■全を持たない取り組み

としてモバイル決済が進み.カ ー ドまたはスマホだけのやり取りで物の売り

買いに関しては日本の先にいる.AIの技

`1‐

として DX(デ ツタル・ トランス

インフォーメーション)がある.多面的な情報技術の活用が.人々の生活をよ

り良い方向に変化させることそして、組織が.I請技術を利用することにより.

事業を多様な方向へと変化させることとある。近い将来.役所の窓口業務かな

くなるかもしれない。現実的にそう考ぇたはうが人口減少 |こ歯止めのかから

ない我が□の行政サービスは頼らぎるを得ないです。国のサポー ト(予算の配

分)やフォローも重要なカギを握 ,そ うです.



第二講義  f変わる地方制度一 目指す自沿と国の動向」

法政大学大学l院教授 武藤 博已

2040構想が地方制度輌査会を中心に議論が活発化している。(2040年頃にかけ

て迫 りくる我が日の内政上の危機とその対応)論点として一つ日に.スマー ト

自治体と革新的テクノロジーの利用はどこまで進むかについてです.今 .わが

日ではロボットやAI(人工知能).生令科学と共存・協調する社会を構築する

必要があります。そこで.新たな自治体行政の基本的な考ぇ方としてスマー ト

自治体^の転換が求められています.1,ぇ ば 盪̈・ロボティクスが処理できる

事務作業は全て.Aト ロボティクス|こ よって自動処理するスマー ト自治体ヽ

転換する必要性です。自治体行政の標準化・共通化としては.自 治体ごとの情

報システムヽの重複投資をやめる絆組みが必要になり.円 滑に統合できるよ

うに.期限を区切って標準化・共通化を実施する必要も。白沿体の情報システ

ムや中論様式を実効的に進めるには.新たな法律も必要になってくる.意見と

して.AIにより「従来の半分の賊員」で仕事ができるようにするというが.

自治体の仕事はヽ人サービスが多いので.1,えば福祉分野では.に とんど不可

能ではないかとか。情報システムの標準化は

`自
治体にとつて.歓迎すべき点

はあるが.個性的な事業・施策はむすかしくなるのではないかという論調 t,あ

る.二つ目に.圏域とスタンダー ド化による制度化は必要か.そ して手法は何

かという点です.地方圏の日城マネージメン トとして.夏状の連携では対応で

きない深刻な行″課題^の取り組みを者め.広成的な課題^の対応力 (圏,の
ガバナンス)を 高める仕組みが必要になり.都道府県・市町村の二層制を柔I'

化 し.それぞれの地域に応じ.機能を集結した行政の共通基盤の構築が必要に

なります.意見として.地方公共団体の広域連携は市町村が自らの選択により.

―音「事務組合や広域連合などにおいて行われているが.広域連携の仕組みは

尊重したうえで.効率化 |こ とらわれずに必要とされる●場の声に十分耳を狐

けて.憲法が保障する団体自治.住民自治といった地方白治の本旨が十分尊重

されるよう慎重かつ丁ドに議論を求める●もありました.2040年にかけて求

められる視点として.お安上の不安を感 じることなく生活ができ.発生の確率

が高い大規模災宮が起こった時にも速やかな避難ができて.生活を再建でき

る社会を築くこと.働 く場面では.今後.農林水産業従事者の減少.外国人労

働者の増加といった変化・課題が生じうるが.スマー ト農林水産業.多言語音

声翻訳システムといった技術により.解決できる部分もあること。Soαc●5.0

において長術は大きな可能性を持つが.その可能性を十分に発揮させるため

には.人が技,ドを使いこなじ適応することが前提となり.技術の導入のみなら

ず.技術を使 う側の育成が重要ではないかと考ぇます.



第四講義  「肝心な場所に女性がいない―男女共同参画かいえた災吉]キの課題」

元東京大学社会科学研究所教1ぇ 大沢 東理

災害レジリエンスとは何かつ避難生活において.車中泊を経験の 3割のかたが

何らかの原因により亡くなられた.避けられた要因による被害が多く.特に女性

の犠牲が大きい.災害が大きいほど男女格差が大きい傾向があるという.災害時

に女性の無償労働 (彙き出し.看護・介護)の負担が増加し.人権|が守られにく

い状況になる.災害ソスクを軽減するうぇて.女性が多くの役割を

'い
.回復カ

を持つているので難しい選択になる.公的な防災組織や緊急,議の担級の中心

は男性が担つている社会構図も原因になつている。(女性の俳餘傾向が根深い)

現在.国のリスク管理政策.計画.意思決定過程にジェングー視点が取り入れ
',

れている.女性や脆弱な人々^の平等なアクセスを確保し.ジェングーや文化ヘ

の配慮を災害,ス ク軽減に関する教育訂|1線の不可欠な要素としている。回とし

て.「防災協カイ‐シアティブ」を発表.防災の分野にジェンダー視点を明記さ

せた.2015年 3月 .仙台での国連世界防災会議において.仙台防災枠組 2016-

2030が策定された.災害による死亡者の減少他.地ぶ規模の目標を設定し.防
災の主流化_ヽ前の防災■ ,′(.夜興過程における「よりよい夜興」など新しい考

え方を提示.防災・減災での女性や子供.企業など多様な関係者の役割を強調.

兵庫行動砕肛 2005-2015以来.1坊災以上に,咸災 哄 害リスク削減)が課題とな

つていたが.そ こからの教訓.確認されたギヤン′.今後の課題を提示している.

防人分野での意思決定における,女共同参画としての女性委員比率は 8%程′.

中国地方で多く.北海道・東北で少ない.被災経験の少ない●1丁村で多いrt良 向.

人口が多いほど女性比率も高めである.少ない要因として委員に役職指定があ

る関係上.避けられない見方もあり.組長の来配が今後鍵を握る為に.国の指導

の下に改善策を促す方向性を求める意見がある.最後に地域防災計画・避難所運

営指針に参加した組織・部局を詢べると.男女共同参画部局 (北上市では企画部)

が参加 した比率は.福祉担当部局よりかなり低い。今後.多様な住民が参加する

災言にタフな街づくりそして.回復力に優れ絆続可能な復興をしていくには.ジ

ェンダー教育そして.男 女差別のない共同参画を当たり前の状態に進めていく

必要があると思います.以上.
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ヽ■.:`代  '′・ き
=対

策―都市の111.11リカ′)_11■ .

ll ii交通省住て,● |lit終今′,1諄1lt 深り|・ 牧人氏

急■・「 ぎる人llヽ政少 (社会,1,I∫ ,改 lliか i亡 い|いないつ 今後 100年 |||「〔100年‖|′,本

`|..`ル:つ ていく
'it」

|が ある.(約 5「万人泣)人 n,,「 のFI齢

“

人11かル■.'tm,|,1●
=|11.

■ :i`基  「こち、■1せ〔進ソ,る 地り
`支

包,舌 ケア .地1,lt′ |::|:`:_

几|.■

`太
1,1人■け政策・ メディア研究■11イ i′:|■ ,li, 判|1lt



201(メ Fに 75晨以 |う・倍以 |● にな,2035年 には.団 ■
',||}イ

がヽ 8う 改になり.人 1咤」■

と,介泄

`が

な増する.東オ1~■■中し.1‖が,F午:14り,人の1● 入超過になつている.

,●イの不経済は明らかであり.災■■|'′ ,危険1人■は,■に起こつている.逆に地
',|■

,「イが

いなくなり.■ ,|し ている.そ して深刻な入■4・足||,`ヽ が珂来し始めている. 201う 年、t.

1,1社の||[代 11.65歳 退皿 こより眈業者数は成少.`「 ●綸●はⅢ加している.■業●ア攻′
'm

力ll i´ ている分野は.1,1,・ 柿|llだけ´あィ■ もliゃ′い賃今で人 it′,111tを

“

うこと|■でき

なII猥 員を大切にする狂Iか必要.女11や |¬ 齢イ゛の上業を t進 し.外 ||1人 ,を ■,1する.

共Iな 1川 ′` 11業者、ことって.今後の経irを′F右すること|`な るであろう.2045年に|■ .

ンンキ●̀ラ リティ (AIが 人||||′ ,能′」を超ぇる)を迎える11｀ う説がある.し かし.A口研究

任'i.バ Iで人III′ ,`|:り 11が 11(く なることltな い.(「 1'の内容が変1,る だ|'だ と,:´ ,ている
.

|||"」 として.ど う変,,る
"、

ほ薫や介泄."眈や秒■所.介確施設など
`■

どう変わ 。́のだろ

うか.1■■2´ ,の 人きイ:1聴があ● 111(ヽ ,:1次の|ヽ 1,t地」成包1■ クアの‖築である.地1,

It根

"t^そ
れぞれの人′ヽ物

`,1を
'`liし

なが1,.|ズ

'と
介額を '体的に■111-17,''が .Щ」成

也lriケ アで
',る

」,1■ 介泄■

'liな
tl.虻 t_いのか01111_:11'イ として.介泄サイ l‐ は|ケ驚の世

■が弱く.1■ 林サイド|,生活のれ■が■い傾向がある.也11ケ アのチームメンパーli!||′●′,

イ‖繊.団体の皿員で朴 1'さ れている11●が多く.地
'tに

おいてどの.1う に,I密 ′,■机が11み

立てら11る かに係る.顔′,地ぇる1月係を栞くそして.LIヽ li′ ,リ ーダーシッフと市ITが .1■
.

|1標を共イは^|●ン●|ンを示し.判
'な

Ш係を供:‐ lliす ることで ,ヽる .●国で11.[ごちゃ.=

せ」|二|る 地域]'ケアが″うよつている.||,会 ||,11女 めイノ́ ~`ン ヨン.多薇IX交流
`｀

「ご

らゃ11せ」である.人 11減少のなかで.■i“

“

だけで1,な く.様々な人が人の幣
`｀

りを人い.

`[■

:する

`れ
がある.そ こで元気と活気′,あ る地域.あ

',ゆ
る人|[111かれた地域を1.● ,てい

くことが ,「要で1,る .1,っ ,)る政策の■に地域包括ケアの■■を置く.こ のことが少 r‖i“

化

`|,会

を八 ,切 る方法で1,な いか.

11成 00`「

"、

こお||る

'l 

Ⅲll喩所の

'出
卜

`,||1談

′lL`|1教 (1報値)|■ .15,.85011■

平成 11イ F度に比
^て約 13.71■ 心11,|■行の11吟が多く (55.3%).た いでツ体的′1● イ,● ,

111今ル多い (26_2%).I‖ 敲:綺け.警察等 (50%).●昨力1人 (10%).イ供 (7%).14佼

' (7%)′
らヽの洒 1子 が多く′せっている.力 |〕 ,,イ″,1,1合は,け (55.l.′ ,, が4k l,多い. ′i・娠

勁・1司 〆1'1の ||,題では. 11,lt_な い″1,■ il山 t′,い 1〔工.li・

`l趾"診
■人,,診 の状況が.

2デ′

“

'1'兄
られている.そ して.すrにおける地域||:会 と′摯 触か|]と んど,い 1:例 に山 1_

■~|■ 39.1レ,であった.[,]Ⅲ ,11■ 1坊
「|■1策体111“ tr、十

“

化ブラン|(,Fフ
.ラ

ン)|こおいて.I:Ⅲ

III腋所について.'1,:“ I′ ||,」 を1`成 29年度の

“

,3.240人から2.()20人 r:,■ 111す ることな

どを定めている.昨今の1■仕111談 |||″の急増.11成 301■の 11■の■4.今イ
「

の野田市′)

I;|'1.X_に  |ツ」Ⅲ,■

`1了

 ツせⅢliltい去′,t・(||・ (.111,,「 lrⅢホ,','■・つ・ きヽこと|.1● 」

ll′ |:"働 省 ′.ど |,ア1彗 1,マ |"|■ |1拙●
`「

伐●,tⅢ氏



li案 |を路すィ、 り[Ⅲ l■付1方 11'1■ ●
',1本

111強化を図る.

C1 1・ ど1,ワ ,l rlll計護 (体 1,1禁 ll_及 〔)体 |,||●■_な tヽ

「
市て1)′,111■ )

(12, 電11● 件″)t′111● |"・ 1'1'It,し (lt力 ,1虻診ホ■.:'I■ |こ 111す るt"111':′
`,1‐

認.1也

賊|`お ける1‐ |1談恣:|「 や ′‐●(21興 .1,V,に「 H11■ |:年 )

C)'し ■ヽ■

"t′

|.|'|′ ,迅■・

"“

‐′は|IJ('11tlll茨 りi′
'体

||,|IⅢ IL I′ 1世 t■ .11‖|■|′ ,体 |||||

サ].千′. ,・

「
|.:■ |■ |,111_Iこ |"',ろ 子|`111-Iろ (■

``|ヒ

:,イiイ ,11i′

“

i1111.′ ,イ||,方て',IIl..′

卜 ・教イ,■

`ヽ

公|`お 1,る ,1,li●

`1防

‖― 力||.1■ 間十うr卜 ||,拉 化.|)V対 |● と

'111●

イ1月

|[と ′,■ 1,,,1化い.|」係機関|||′
'辿

"」

i化¨.'

‐ |.て .II‐■
`1,■

●′)充■■1:イヒ:l_´ .1llれ′,,1■ iル び
'll‖

:ヽ イ■ ″ヽ
'支

工の拡充L.1+ゝ ||

だ l・ ,イ■11及 ′,利 |||lt■ .,11(■ 政サ1也 泄Ⅲ ,′
|・ 出lt′

"´
,11,I成

`)1秋

1■′,■1“tま た.II立 .=

IⅢ .1彙授′,Ⅲ化|■ 18赦卿1,■ (そ ′,イを台め.児 11ヽ ,海施,ル を 11,,|し た ア1共 ■|`ツlt.(|・

|:い″,“:体ゃ11● :‐ オtll並 ´支援する,1111,“|■ 1,国 =,イ =け
'tF′

tら な,ヽ

L.泄 ^́の 11■・■,tし て.1`妹 111″ r,rイ下て1,|_1で 0,|り lo llな い支

"ヽ
をi口 した児i(

●十のt′十ロカ・ `l“

“

「サl、

“

1li,,`'Ⅲ Iこ係る沌
「

関係 |||‐

“

■文提か,12.そ こで.1,“

や施策の要._.Ⅲ2,ア 11X.it,」
=亡

イら,.訪 |||「111t.地 1,1イ)て 蟻 誕.1111た .1● ri k'

.:,III li黎 0″,11来が||||||11.1'お体1~お |ヽ 〔●,,れ . 了イ,て 1町 也ヽ11■,tン ク~イ
11● . r

i,■ .1 .ヽ|`||_の 多面的指導ができる地1,拗 :↑
I FIIめ I'治体|~■ え|.11:V,.児 Ⅲl',,,り 1,|

t'`・ 1,|」
0す ●1心がサI,り や・Iい 111係機円′

"■

が|,′ ,"t`し が11要 t′|る . 1し 1_111,2021`FLI`.

rlt′ざ|`ン ターが OPENす るが. '」 Ⅲ

"イ

|の人然1方 ||_1~世 つてlnlIる .=う 1~切 |=. 11,.ら

lIIう |,か
',た

.以 |■



視察報告書

.lビ l,lli議会 (1(会 派)●イ,ィ 11れ
'

■が,力||し た次の祝外に ,́いて 1ヽ果を‖|:し ■十
.

|1絆

ilせ ,(先

‐

||||

11:|■ |工全」|● 板

¬ |||

―
曰日

0「‖′o年 ]1月 611(水 )ヽ 11サ 1711(本 )

11'4押 |り1人 ,1市 .■京都|||`}■ il

神4川 県大和|li l鵡 Ill」 」ll"l', 人1■ |■
"|に よ族文,つ ―サーやご世旗■loコ ンシ●_ル ジュ′,取 り11み について_

",i:“

|11分 十11j ,■ ,‐
「

|16■ 1'ナ |¬ 分十1樅所

i晰災まち う́〈
''′ '1'り

組′′についてし

|ご辿供′1●,一ナーゃご辿広文扱 |コ ン ,́ル ンュの1'り 細′
`、

こ́ ,いて」

ヤ|,4川 ,1大和||では.死亡に,「 う●

“

‐
「 社きについて.必要illルや窓「1な どを4内 する

|ごi菫欣支』コーナー司 を1■,|サ ill=1月 1ヽ[腋供の イ|によ,11し ている.ス タッフ.Lし て

|■選放支抵コンン,|ル ン●,」 を1」けし.せFに イ ',添
った案内を行っており.コーサー●,

,出r11,11111茶

'|1県

内の1'治体ではり,だそうです.死 亡.こ イ|う 子′売きは.健

"fR険

.■ .`F企オ,

ど多岐に

`り

ま■.どの窓||で ■縦きが必要なのか.どのよう′,111事 ,力 必`要な′,か イヽど.L
″が不′を感 じる場面が多いこと|`加 ぇ.``||で |11■ ,ヽ,1臓 i^の記入が必要になるなど.

`t,11,少

なくありません.そ こで.死亡に伴 |ア耐 きのワンス トッ′としてコーサーの設置

を|」 つたそうです.1,任の
''シ

ンエル′ュ
"地

旗に寄り添つた々内をすることで.¨担の¨

減と子社き

“

れの減少などの助スが,tl`十〔きます.ご遺旋支援コーナーヽ人の起因として.

従前から■施していた終舌文,11業を.平成
=o l16'」

に
'■

・・―アルに伴い.生 1liの 文|′員

だけではなく渋後の文,について 1,.その必,「 |‐ を感 じ.人FI"lil■指不により■1せするこ

とになった.体

“

寸として.II「‖」薇員 2人 .,出勁n■ 4人 のいずれ t,Ⅲ

`融
いとしてい

る.,」 知としては.[=せ民支根コー‐ナーのしおり|を

“

能il、 す|,院 .公」t施法の4窓 ||に

配にして,応 を促している.●■文披.IF業 として.心う1,り .=● ンディングノー トがあ ,́た

が.亡 くなった

`・

ち道成に,り 添ったことができないかという|1上 の うlFで はじまったそ

,「11′ し
`|l ll,1 2311

【内容及び所感】



うです.イ課|‖ 1での情‖!の」t有などの工机の強化ゃチ約|,||を ■りにしていることか
',.案

内

に関する周知は今後′
'i11題

ということです¨化|:市 でも. う
`化

の取り

"['●

と |´ て参考にな

るのではと思い,す_′|まれて死ぬまでが

`,政

サービスの 製 という.1浜のスタンスが子

の取り組みにぶじ収ることが‖1入 ました.やはり市民「1縦.人・,です.

「

曰 日

[|'i,`.t',´

'く
 り0,11,1,イ 11' |`´ ,tヽ

~(.

1:,1椰 I■ 1分 十111で はll“ III,6イ「かっ. |ljl人 |′ ,|1治公と協tセ ||:U illlt,ヽ 1」 4()イ |:. ■イ|‐ t‐

.=1イ 団体●7ル 1・ を■びそ′,地11lt l,っ た ||,,災 :ち ,́く |,|を迎ザ,て いな.で「 1ヽ を に体|,

1.『々
`、

(1「 ′
`1い街ち(り を11文でlt体的 .こ ■|ヽ していく. 111 L tて ,t4´ ,を褐li~

0地 |ズ
||'|“ の1方 災|● ■‐●テ ィ́ ,〈 叫

`a ll民

●イiⅢ
“
勝′几て 1地区防災i}|li lを 1.る .

0 11民のrllと 合意を,ヽ 本とした
'企

′,暉1`づ く,.

(● 災仲
'1に

お:)ろ |li民 の
`動

体制う́く
'

1也 1文が
'|1心 と ,́´,て . llili不 足 し■いる■ |.´,く ||や防ヽ |こ ll・|る竹‖ 」ヽ支

“

11′ ,支援τ

行|,t・
「 .(1巧贅_=ち j́く り′,,,シ リ‐レタン |・ た .,`|'|||1地|'|[,:」 :す る.)´′しそれ,,地 |,t

.こ 今 ,́た |,,■ ■ち j́く りた01W,る ..

1年 IⅢ … 防矢会繊の1'111.|',■ ■.1ア ンケー トの実施.レ■..1断地図 (′ リヽ
ー
ー l‐‐′ブ)

●,11● . まち ′く '1,.=¨
・ス′,発

`)を

・
「

ろ

2`「 |卜 ・1年 111,|1戊 |た |"災診|',地 |」や tt,歩 きに上るアンケー l・
′,■施.|',災 ｀哉|,

|」 111‐ .

,■「 |卜 ・1地 国●災.II画 |′ ,■ t.IⅢ ■■証″,||‖r
4イ |:||・ ■

',■

.:ち ,́、 |)′ ,■ ,ヽ {地 |′_|"矢 計Ⅲil:を 1,と に1方 災 :らも、りを■:'す る0
コンリ′

'タ
ン |・ を地域

.こ
,「 i■ して.ブ `'の II練で,|"`・なさオ■〔.|1沢メ

`|1心 |[1方 災_=ち ,́

く')を
1年 とヽ う ヽ出」 i●

'―

,て い くと ■ヽ,.それ もヽ地!藪すOtW走:してヽヽちJ)で .1

年 |‖ |の スハンがかかってい 。́.(同 :「 |.こ ゆ教′,地1'では行わない■う´
→
~つ

よい地|ヽ文である

からこ´″
'11 1~1,感

L tlし たが. しっく0」
"災

rl riイ ■ヽ1を ,́く りあ|ザるという′,.■十

ばらしい」
「

〔十 し.1地区勁人計画 |と いうそ,,地,1限′[′ ,tY々 牟

^||そ
配慮 した111,,1み

として|■ 企|11で も抜さんで‐いる 1111こ ■針;し ■した.1し |:1「コt今後.こ ′,kい ス^ン をⅢI

業|[で きる,,ヽ li_雌 しく|,め りと.´ して |●版 の11,,Hl.′●|`す る地方支|,,1′ ,.I.う ,́|,●

"感じ.勉強かか′(り Z●

'ど

i1/_=し た.以 I_


